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きっかけは去年の夏休みのネパール旅行だった。

大学3年になっても、自分の将来のやりたいこと

がわからなかった。ただ漠然と休みを利用し海外

を放浪していた。エヴェレスト近くのナガルコッ

タという街に、小さな一軒のカフェがあった。英

語もあまりうまくは話すことの出来ない僕に、

その店のオーナーはとてもやさしく接してく

れた。そのやさしさはよく海外である、商売的な

やさしさではなく心からのやさしさであった。

これだ !っと思った。帰国して半年あまりが経

った今年3月、やりたい事は見つかった。でもど

うしたらいいかもわからずにモヤモヤと過ごし

ていた時、以前から見習として手伝わせてもら

っていた、県内でご活躍の木工職人の方に「一度
実際にやってみれば！」と言われた。自分の中にや
っと火が付いた気がした。やることは山のように
あった。昼はレシピ作り、毎日保健所や資材店、資
金集めに奔走した。夜はアルバイトでお金を貯
め、終わると家で店の図面を何度も描いた。寝
るのはいつも明け方近くになった。友達とも遊
ぶ暇も無くなり、精神的にもつらく、辞めたい
と何度も思った。それでも応援してくれている
人達を裏切るようなことは出来ない、何よりも
自分の力を見たかった。ようやく保健所の許可も
下り、7月16日にオープンさせることができた。予
想を大きく上回る大盛況だった。気分が舞い上
がった。しかしどんどん売り上げは落ちていっ
た。昼はお店、夜はアルバイト‥精神的にも追
い込まれた。そんな時に友達の一人が、「楽しい

？」と聞いてきた。今まで借金を返すこと、世間

体ばかり気にして、自

分が何のために店を

始めたのかを忘れて

いた。それから9月1日の

閉店まで楽しかった。美

味しいといってくれる

人、遠くまで足を運ん

で来てくれた友達、色々

と支えてくれた人々 、こ

の仕事の本当の楽しさ

が少し理解できた。きっと将来自分の店を持つと思

う。卒業後はアメリカのシアトルに行って、珈琲の

勉強がしたい。どんな夢でも楽な道なんてない。も

う一度自分の夢で「楽しい！」と言いたい。だから

これからも楽しく勉強していきたい。

fm-tottori.comは、鳥取環境大学、鳥取大学の両大
学の学生が行っている山陰初の学生によるイン
ターネットラジオ番組です。このfm-tottori.comは「
鳥取には情報発信をするメディアが少ない。私た
ち自身で、情報を発信したい」という思いから、
平成16年4月、番組発信を始めました。肝心の
番組内容は、鳥取で働いている人にスポットをあ

て、学校では知ることの難しい、仕事のやりがい
や、苦労する点などを聞く「しごナビ」と、ア
ルバイトをしている方自身の声を交えて、アル
バイトを紹介する「鳥取アルバイトインフォメー
ション」の主に２つのコーナーから構成されて
います。最近では、市長の竹内功さんや、公演な
どで鳥取を訪れられた、パックンマックンのお2

人、弁護士の丸山和也さんなどからも、鳥取に
ついてのお話をしていただくなど、県外の多く
の方々に鳥取を知ってもらうための鳥取発の情
報発信源を目指し、努力をし続けています。

平成17年8月16日に行われたしゃんしゃん祭り
に、今年も鳥取環境大学連として参加しました。
しゃんしゃん祭りとは、和紙を使ってカラフル
に装飾された傘を用いて、約3,500名の踊り子が
雨乞いを起源とする踊りを一斉に踊る鳥取市
最大の祭りです。本学は、開学当初から毎年参

加しており、今や学友会の恒例行事の一つで
す。5回目の出場となる今年は60名の踊り子と
20名のゴミ拾い隊が参加しました。練習は傘
踊りの経験のある学生リーダーが中心となっ
て指揮をとり、初参加の踊り子でも当日自信を
持って踊れるよう、しっかりと練習を積み重ね
ました。しゃんしゃん祭り当日、いつも以上に活
気に満ち溢れた街に、いよいよ鳥取環境大学連
が登場！踊り子は皆、練習の成果を存分に発揮
し、練習時以上の踊りを披露してくれました。
また、祭りで出る大量のゴミをどうにかしたい！
と立ち上がった「ゴミ拾い隊！」。踊りの最中
も、休憩時間中も彼らは休まず、ゴミを拾い続
けました！「祭りの楽しい思い出と共に、ゴミも
きちんと持ち帰る」環境大学ならではの取り組
みです。今後もゴミ拾い隊のような活動を続け
ていくことで、環境問題への関心を啓発してい
けたら…と思います。祭りも終わりが近づくにつ
れ、より一層盛り上がりを見せました。駅前広
場までたどり着けなかったのは残念でしたが、
4時間最後まで全力を出し切って踊りを披露し
た踊り子、清掃活動に力を注いでくれたゴミ拾

い隊、そしてスタッフではないものの環境大学
の学生としての自覚と誇りを持ち当日、自主
的にゴミ拾い隊に参加してくれた学生達、祭
りを通して環境大学が一つになったと感じま
した。目標としていた団体賞は逃してしまいま
したが、祭りの後の皆の笑顔は、達成感に満ち溢
れており、何物にも代えがたいものでした。八
村理事長・古澤学長をはじめ沢山の方々に、鳥
取環境大学連を協力・支援していただき、踊り
子並びにスタッフ一同、感謝の気持ちでいっぱ
いです。参加者全員、事故無く楽しく最後まで
祭りに参加できたのは、温かく応援してくだ
さった皆様のお陰です。

平成17年5月29日、鳥取市街中心部において一斉
清掃を行いました。今回の清掃は、学友会執行
部から主催を学生ISO委員会に移管して初めて
の市街地一斉清掃でした。毎年、市街地一斉清
掃を行ってきましたが、参加する人数も60名弱
ほどで、あまり活気の無い単純な清掃活動で終
わっていた為、「楽しく清掃活動が出来れば活気
も自然と出る。清掃に大きな目玉を作ろう」と
いう提案のもと、アイデアを模索しました。全
国的なイベントと連携してはどうかという意見
をもとに、企画の進んでいた「日本列島を軽く
しよう！」（主催：環境政策学科3年 岩本 淳一）

とのタイアップが決定しました。「日本列島を
軽くしよう！」は5月29日にゴミ拾いを行い、千
葉・大阪・福岡等全国25県の環境系サークル等の
本企画賛同者が、正午ちょうどにジャンプし、日
本列島を自分たちとゴミの分だけ軽くしようと
いうもの。企画に賛同するだけでなく、今まで
に無い清掃を！ということで、今回の一斉清掃
に「100人清掃」というサブタイトルを付けて企
画を立ち上げました。今回の清掃の範囲は若桜
街道・智頭街道・鳥取駅及び駅南周辺・旧袋川河

川敷でしたが、持ちきれないゴミの回収を軽ト
ラックで行った私は、河川敷と鳥取駅周辺のゴミ
の多さに驚かされました。11：50「日本列島を軽
くしよう！」参加のため、ゴミを持ち、「パレット
とっとり」内、市民交流ホールに集合。10秒前か
らカウントダウンが開始され、12時ジャストに
全員で一斉にジャンプ！清掃に参加したという
連帯感を味わいました。ゴミ計量の結果、総量
が約150kgとなり過去最大のゴミ収集量となり
ました（全国では396.8kg）。今回の清掃によって
学生ISO委員会メンバーは、初の大規模イベン
トを成功させることが出来たことに、大きな達
成感と自信を得ることができました。それは事
前準備を怠らず、常に全員が万全の体制を築く
よう心がけた結果だと思っています。今回の成
功点及び反省点を委員会内でしっかりと共有
し、今後の学内清掃、市街地清掃に存分に生か
し、これからも更によい活動を提供することが
出来るよう努力していきたいと思います。

鳥取しゃん
しゃん祭り

鳥取環境大学と鳥取大学の学生が
共同してネットラジオ

同時開催：日本列島を軽くしよう！
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